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　3５０年以上も前から、羽村と玉川上水取水堰は切っても切れない絆で結ばれ

ています。四季を通じてさまざまな景色を楽しむことができますが、羽村の堰とい

えばやはり桜です。現在は史跡に指定されている玉川上水に沿った堤に、大正時

代に植えられたのが桜並木の始まりでした。

羽村の堰と桜羽村の堰と桜
小学校区文化財散歩④（羽村東小学校）小学校区文化財散歩④（羽村東小学校）
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シリーズ
特別支援教育②
シリーズ
特別支援教育②

「マロニエ学級」「マロニエ学級」特別支援学級 を開級します

平成24年4月 羽村第一中学校に

　　　　　　　　　　　　① 羽村第三中学校Ｅ組の大規模化を解消し、よりきめ
　　　　　　細かな教育ができるようになります。
　　　 ② 市内西部に居住している生徒が通学しやすくなります。
③ 小学校と中学校の特別支援学級で継続した指導の工夫が進みます。

　羽村市では、障害のある子どもたち一人ひとりの教育
的ニーズに応じた教育を行うため、特別支援学級を設置
しています。平成24年4月には、市内で4校目の知的障害
特別支援学級として羽村第一中学校に特別支援学級「マ
ロニエ学級」を開級します。
　マロニエ学級には新1年生6人が入級し、東京都の基準
により1学級編成、担任2人でスタートします。
　現在、中学校の特別支援学級は羽村第三中学校にＥ組
を設置していますが、今後は市内の特別支援学級と連携
をとり、また9年間のつながりを重視していく視点から、
栄小学校くぬぎ学級を連携学級として位置付けて教育活
動を行います。

羽村市の特別支援学級（固定学級）羽村市の特別支援学級（固定学級）羽村市の特別支援学級（固定学級）

は、9年間のつながりを重視した
取組みを進める「連携学級」です。

※羽村第一中学校マロニエ学級以外は、平成23年度の学級数です。

教育委員会特別支援教育担当　　　電話５５５－１１１１
羽村第一中学校 電話５５４－２０１２ （副校長）
 電話５５４－１５１５ （開級準備担当 とちのみ学級）

開級する
ことで実

現します
！

問合せ

羽村第三中学校E組
○知的・固定4学級

武蔵野小学校むさしの学級
○知的・固定2学級
○情緒・固定2学級

栄小学校くぬぎ学級
○知的・固定2学級

★新しく開級します
羽村第一中学校マロニエ学級
○知的・固定1学級

羽村第一中学校
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第3回中学生「東京駅伝」大会
平成24年3月20日（火）
○女子の部スタート　午前10時
○男子の部スタート　午後1時
○大会会場および競技コース　味の素スタジアム・
　都立武蔵の森公園特設周回コース

　

市
内
で
活
動
中
の
団
体・サ
ー
ク
ル
は
、

教
育
委
員
会
の
認
証
に
よ
り「
社
会
教
育

関
係
団
体
」と
し
て
登
録
す
る
こ
と
で
、

社
会
教
育
施
設
の
使
用
料
の
減
額
や
教

育
委
員
会
掲
示
板
の
利
用
、社
会
教
育

用
備
品
の
貸
し
出
し
、補
助
金
の
交
付
な

ど
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
の
登
録
の
有
効
期
間
が
３
月
31

日（
土
）で
満
了
と
な
り
ま
す
。引
き
続
き

登
録
を
希
望
す
る
団
体
は
、登
録・更
新

に
関
す
る
説
明
会
へ
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、新
た
に
登
録
を
希
望
す
る
団
体

も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※

主
に
ゆ
と
ろ
ぎ
な
ど
で
活
動
し
て
い
る

　

文
化
系
の
団
体
が
対
象
で
す
。

※

ス
ポ
ー
ツ・体
育
系
の
団
体
は
、ス
ポ
ー

　
ツ
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日　

時　

３
月
９
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

会　

場　

ゆ
と
ろ
ぎ
小
ホ
ー
ル

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　

中
学
生
「
東
京
駅
伝
」
大
会
は
平

成
21
年
度
か
ら
東
京
都
教
育
委
員
会

の
主
催
で
中
学
２
年
生
を
対
象
と
し

て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
都
内
か

ら
50
以
上
の
自
治
体
が
参
加
す
る
予

定
で
す
。

　

調
布
市
の
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
を

ス
タ
ー
ト
し
都
立
武
蔵
の
森
公
園
特

設
周
回
コ
ー
ス
を
ま
わ
っ
て
、
味
の

素
ス
タ
ジ
ア
ム
に
戻
り
ゴ
ー
ル
し
ま

す
。

　

男
子
は
42
・
１
９
５
㎞
を
17
区

で
、
女
子
は
30
㎞
を
16
区
で
、
そ
れ

ぞ
れ
が
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、
区
市
町

村
対
抗
で
タ
イ
ム
を
競
い
ま
す
。

　

羽
村
市
で
は
、
中
学
生
「
東
京
駅

伝
」
大
会
に
向
け
て
選
手
選
考
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

選
考
会
に
は
、
市
内
中
学
校
３
校

か
ら
87
人
の
選
手
候
補
者
が
出
場

し
、
男
子
21
人
、
女
子
21
人
の
代
表

選
手
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

 

代
表
選
手
（
敬
称
略
）

【
男
子
】

《
羽
村
第
一
》
大
友
亮
、
小
林
護
、

松
尾
海
来
、
寺
嶋
志
優
、
松
本
環

《
羽
村
第
二
》
新
井
雅
康
、
伊
丹

遥
、
下
地
琢
斗
、
山
口
大
吾
、
大

倉
拓
実
、
大
谷
康
平
、
宮
沢
駿
、

野
嶋
天
馬
、
富
樫
巽
《
羽
村
第

三
》
上
野
瑶
介
、
長
野
遼
真
、
松

田
淳
平
、
大
熊
陽
太
、
鈴
木
惣
平
、

岸
野
周
平
、
加
藤
直

【
女
子
】

《
羽
村
第
一
》
石
井
深
雪
、
庭
山

瞳
、
伊
藤
美
月
、
世
良
朱
里
、
澤

井
か
す
み
、
片
山
ゆ
い
、
田
中
美

桜
、
《
羽
村
第
二
》
丸
山
恵
梨
子
、

安
本
陽
子
、
大
澤
聖
、
阿
部
川
悠

夏
、
鈴
木
あ
す
か
、
中
紗
友
里
、

青
木
巴
奈
、
佐
藤
千
光
、
工
藤
桃
、

中
山
琴
音
、
《
羽
村
第
三
》
大
矢

美
里
、
関
谷
友
花
、
渡
部
あ
み
、

吉
田
麗
花

　

選
手
た
ち
は
皆
、
大
会
に
向
け
て

一
生
懸
命
練
習
し
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
熱
い
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

学
校
教
育
課
指
導
係

羽村市の中学校が出場します！羽村市の中学校が出場します！羽村市の中学校が出場します！

社
会
教
育
関
係
団
体

（
文
化
系
団
体
）

登
録
・
更
新
の
説
明
会

東 京
駅 伝

▼
都
内
50
以
上
の
自
治
体
が
参
加

▼
男
子
は
42
・
１
９
５
㎞

　

女
子
は
30
㎞

▼
選
手
選
考
会
で
男
子
21
人

　

女
子
21
人
を
選
出
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　今年で14回目となった「地域教育シンポジウム」は、羽村の年中行事と
して定着しています。今回の様子の一部を紹介します。
＜日　時＞　平成24年1月21日㈯ 午後2時～午後4時30分
＜場　所＞　羽村市生涯学習センターゆとろぎ小ホール他
＜参加者＞ 地域の子どもの皆さん 75人
 地域の大人の皆さん 115人

「絆」を出発点に、今、改めて問われている「人とのつながり」について、子どもたちが思うこと、大人
たちが考えることについて、意見交換を行いました。

　導入部分は、恒例となった羽村第一中学校演劇部による寸劇です。
テーマに沿った創作演劇で、テーマに対する理解を深めることができ
ました。
　皆さんの熱演で、会場は大いに盛り上がりました。

オープニング～羽村第一中学校演劇部による寸劇オープニング～羽村第一中学校演劇部による寸劇

メインタイムその1～グループ討議メインタイムその1～グループ討議

メインタイムその2～全体討議メインタイムその2～全体討議

　全体討議では、グループ討議での意見交換を踏まえ、よ
り深くまで掘り下げた意見発表がありました。
　最後に、この日感じたことや思ったことを、それぞれの
地域に還元したり、自分たちの生活に活かしていくことを
確認して、シンポジウムは閉会しました。

〔テーマについて〕
・ タイムリーだった
・ 考えるべきテーマ
・ やや難しかった
〔グループ討議について〕
・ 子どもの意見をもっと聞きたかった
・ 進行が難しそうだった
・ いい意見が出された
・ 同じ意見が多かった
〔全体討議について〕
・ 子どもの意見が聞かれて良かった
・ 全体のまとめが不十分だった
・ 和やかでよかった
・ 小学生の意見がなかった

　6つのグループに分かれて、自分の意見を発表しあい、とても活発に意見交換が行われました。グルー
プごとに出された意見をまとめました。

問合せ　生涯学習課生涯学習係

第14回地域教育シンポジウムが開催されました!!

今年のテーマはこれ今年のテーマはこれ
人とのつながり ～つながろう友だち・つなげよう笑顔　～

アンケートから（一部抜粋）
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羽村市小中一貫教育羽村市小中一貫教育
～義務教育9年間を通じた一貫教育を目指して～

つなごう∞育てよう∞いっしょにつなごう∞育てよう∞いっしょにつなごう∞育てよう∞いっしょにつなごう∞育てよう∞いっしょに
問合せ　学校教育課小中一貫教育担当

　

小
中
一
貫
教
育
は
、
義
務
教
育
９
年
間
を
通
し
て
、
児
童
・
生
徒
一
人
ひ
と

り
の
個
性
や
能
力
を
最
大
限
に
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
、
き
め
細
か
な
教
育
を

実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
今
ま
で
は
小
学
校
６
年
間
、
中
学
校
３
年
間

を
分
け
て
考
え
て
い
ま
し
た
が
小
学
校
と
中
学
校
の
指
導
を
つ
な
が
っ
た
も
の

と
す
る
新
た
な
教
育
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

　

羽
村
市
の
児
童
・
生
徒
の
実
態
に
合

わ
せ
、
各
教
科
等
で
育
て
た
い
力
を
明

ら
か
に
し
、
指
導
区
分
ご
と
の
重
点
に

基
づ
い
た
基
本
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成

し
ま
し
た
。

　

こ
の
基
本
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
も
と

に
、
義
務
教
育
９
年
間
の
指
導
内
容
に

系
統
性
を
も
た
せ
、
継
続
し
た
指
導
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

小
中
一
貫
教
育
の
指
導
体
制
の
充
実

の
た
め
に
英
語
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
各
校
区
に

１
名
ず
つ
配
置
し
ま
す
。

　

英
語
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
英
語
教

育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
沿
っ
て
外
国
人

講
師
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
導
入
し
、
小
学
校

の
英
語
活
動
と
中
学
校
の
英
語
科
を
効

果
的
に
つ
な
ぎ
、
授
業
の
質
を
高
め
る

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

　

学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
羽
村
学

（
郷
土
学
習
）
と
人
間
学
（
キ
ャ
リ
ア

教
育
）
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
沿
っ
て
地

域
の
人
材
の
発
掘
や
導
入
、
授
業
の
際

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

　
　

期
（
小
学
校
１
年
生
か
ら
４
年

　
　

生
）
は
、
基
礎
を
し
っ
か
り
身
に

付
け
る
時
期
。

　

学
校
で
の
き
ま
り
、
学
習
の
仕
方
な

ど
を
含
め
４
年
間
で
、
中
期
で
活
用
で

き
る
よ
う
に
し
っ
か
り
と
身
に
付
け
さ

せ
ま
す
。

　
　

期
（
小
学
校
５
年
生
か
ら
中
学
校

　
　

１
年
生
）
は
、
前
期
で
学
ん
だ
基

礎
を
も
と
に
自
ら
学
ぶ
力
を
身
に
付
け

る
時
期
。

　

小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
自
立
的
な
学
習
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

期
（
中
学
校
２
年
生
か
ら
中
学
校

　
　

３
年
生
）
は
、
前
期
・
中
期
で
身

に
付
け
た
力
を
様
々
な
形
で
活
か
す
時

期
。

　

大
き
く
広
が
る
世
界
で
力
を
発
揮
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

・
中
学
校
１
年
生
の
不
安
の
解
消

 

（
「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」
の
解
消
）

・
学
力
の
向
上

・
い
じ
め
や
不
登
校
の
減
少

・
個
性
や
能
力
の
一
層
の
伸
長

・
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
の
育
成

　

児
童
・
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
た

指
導
を
効
果
的
に
行
う
た
め
、
義
務
教

育
９
年
間
を
前
期
・
中
期
・
後
期
に
区

分
し
、
各
指
導
区
分
の
ね
ら
い
を
設
定

し
重
点
的
に
指
導
し
ま
す
。

※

学
習
や
生
活
の
場
（
校
舎
）
や
入
学        

　

式
・
卒
業
式
、
制
服
の
着
用
等
は
従

　

来
通
り
で
す
。

小
中
一
貫
教
育
に
よ
り

期
待
さ
れ
る
効
果

９
年
間
の
子
ど
も
た
ち
の
姿

　

義
務
教
育
９
年
間
を
見
通
し
た

　

滑
ら
か
な
指
導
内
容

　

英
語
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・

　

学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

前前中中後後

※

Ｐ
５
〜
Ｐ
８
は
「
羽
村
市
小
中
一
貫
教
育
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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小
学
校
と
中
学
校
の
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
内
容
や
授
業

方
法
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、連
携
重
点
を
決
め
、見
直

し
・
改
善
を
図
り
ま
す
。（
教
科
・
領
域
別
情
報
交
換
会
）

　　

基
本
的
な
生
活
習
慣（
挨
拶
、言
葉
づ
か
い
、忘
れ

物
を
し
な
い
、家
庭
学
習
の
習
慣
化
）の
確
立
を
図
り

ま
す
。（
生
活
指
導
懇
談
会
）

　

不
登
校
の
予
防
に
取
り
組
み
ま
す
。支
援
の
方
法

を
伝
え
、対
応
へ
の
共
通
理
解
を
図
り
ま
す
。

（
い
じ
め
調
査
・
あ
い
さ
つ
運
動
・
生
活
指
導
懇
談
会
）

　

就
学
支
援
シ
ー
ト
を
活
用
し
、支
援
の
方
法
や
関

係
機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て
情
報
共
有
し
ま
す
。児

童
・
生
徒
の
共
通
な
見
方
が
行
え
る
よ
う
、行
動
観
察

を
ふ
ま
え
た
授
業
観
察
を
行
い
栄
小
学
校
特
別
支
援

学
級
と
も
連
携
を
図
り
ま
す
。（
情
報
交
換
会
議
）

　　

小
学
校
英
語
教
育（
外
国
語
活
動
）と
中
学
校
英
語

科
に
お
け
る
連
携
指
導
を
行
い
ま
す
。（
英
語
乗
り
入

れ
授
業
）

　

小
学
校
教
員
と
中
学
校
教
員
が
協
力
し
中
学
校
へ
の

　

９
年
間
の
系
統
性
の
あ
る
課
題
に
繰
り
返
し
取
り
組

み
、基
礎
・
基
本
の
定
着
を
図
り
ま

す
。（
始
業
前
の
朝
自
習
・
振
り
返

り
タ
イ
ム
）

　

指
導
区
分
中
期
お
よ
び
後
期
に

お
い
て
、継
続
的
・
系
統
的
な
家
庭

学
習
の
定
着
を
図
り
ま
す
。（
家

庭
と
の
連
携
）

　

小
学
校
６
年
生
の
外
国
語
活
動

お
よ
び
算
数
の
授
業
に
中
学
校
の

教
員
が
乗
り
入
れ
、授
業
を
行
い
ま
す
。中
学
校
１
年

生
の
数
学
の
授
業
に
小
学
校
６
年
生
担
任
が
乗
り
入

れ
、理
解
が
不
十
分
な
生
徒
の
学
習
サ
ポ
ー
ト
を
行
い

ま
す
。（
相
互
乗
り
入
れ
授

業
）
小
学
校
６
年
生
が
中
学

校
の
授
業
と
部
活
動
を
体
験

し
ま
す
。（
中
学
体
験
）

　

基
本
的
生
活
習
慣
を
確
立

さ
せ
ま
す
。思
い
や
り
の
あ
る

児
童
・
生
徒
を
育
て
ま
す
。

（
小
中
共
通
し
た
生
活
目
標
の
設
定
・
あ
い
さ
つ
運
動
・

交
通
安
全
指
導
・
万
引
き
防
止
指
導
・
薬
物
乱
用
防
止
指

導
）

　

奉
仕
活
動
の
喜
び
を
体
感
さ
せ
ま
す
。小
学
校
６
年

生
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
せ
る
場
と
し
ま
す
。

小
学
生
が
中
学
生
に
憧
れ
る
気
持
ち
、中

学
生
が
小
学
生
に
範
を
示
そ
う
と
す
る
姿

勢
を
育
み
ま
す
。（
縦
割
り
清
掃
活
動
）

　

特
別
支
援
学
級
児
童
の
進
路
の
見
通
し

と
特
別
支
援
学
級
生
徒
の
精
神
的
成
長
を

目
指
し
ま
す
。（
交
流
行
事
・
交
流
学
習
）

　

市
内
特
別
支
援
学
級
児
童
・
生
徒
の
実
態
や
様
子
の

成
長
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し
、学
習
支
援
や
進
路
指
導
に

役
立
て
ま
す
。（
個
別
の
教
育
支
援
計
画
の
引
継
ぎ
・
新

入
生
申
し
送
り
・
情
報
交
換
）

　

小
学
生
が
中
学
生
に
憧
れ
る
気
持

ち
、中
学
生
が
小
学
生
に
範
を
示
そ
う

と
す
る
姿
勢
を
育
み
ま
す
。（
部
活
動

体
験
・
野
球
部
体
験
教
室
）

　

児
童
・
生
徒
の
基
礎
学
力
の
定
着
を
図
り
ま
す
。児
童

の
放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。（
補
習
教

室
）

　

基
礎
・
基
本
の
定
着
を
図
り
ま
す
。（
始
業
前
、朝
学

習
、昼
学
習
な
ど
の
時
間
を
使
っ
た
計
算
や
漢
字
、

言
葉
の
学
習
）

　

乗
り
入
れ
授
業
を
実
施
し
、小
中
の
交
流
を
図
り
ま

す
。（
外
国
語
活
動
お
よ
び
算

数
の
授
業
で
中
学
校
教
員
が

乗
り
入
れ
授
業
を
行
い
ま

す
。
中
学
校
１
年
生
の
入
門

期
の
授
業
を
、小
学
校
の
教

員
が
参
観
）

　

家
庭
学
習
の
充
実
を
図
り

ま
す
。（
家
庭
学
習
が
ん
ば
り

表
な
ど
を
使
い
、継
続
的
・
系

統
的
に
家
庭
と
連
携
）

　

あ
い
さ
つ
の
励
行
と
礼
儀
作
法
を
育
成
し
ま
す
。

（
あ
い
さ
つ
運
動
）

　

き
ま
り
を
守
る
態
度
を
育
成
し
ま
す
。人
権
教
育
を

推
進
し
ま
す
。（
い
じ
め
の
根
絶
・
交
通
安
全
教
室
・
薬

物
乱
用
防
止
教
室
）規
則
正
し
い
生
活
習
慣
を
育
成
し

ま
す
。（
家
庭
と
の
連
携
）

　

責
任
を
も
っ
て
諸
活
動
に
取
り
組
め
る
態
度
を
育
成

し
ま
す
。（
部
活
動
体
験
）

　

小
学
生
と
中
学
生
の
合
同
の
活
動
を
実
施
し
中
学

生
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
育
て
、児
童
・
生
徒
の

主
体
的
な
活
動
を
通
し
て
、豊
か
な

人
間
性
や
社
会
性
の
育
成
を
し
ま

す
。小
学
生
と
中
学
生
の
交
流
と
と

も
に
、小
学
校
３
校
の
児
童
の
交
流

を
図
り
ま
す
。（
合
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動･

体
験
入
学
・
新
入
生
説
明

会
・
生
徒
会
の
小
学
校
訪
問
）

　

人
権
教
育
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

（「
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
（
人
権
尊
重
・
い
じ
め

防
止
等
啓
発
活
動
）」
の
取
組
み
を
４
校
合
同
で
実
施
）

　

小
学
校
と
中
学
校
が
情
報
を
共
有
し
、一
人
ひ
と
り

の
発
達
特
性
に
応
じ
た
き
め
の
細
か
い
、継
続
的
な
指

導
を
し
ま
す
。（
小
学
校
と
中
学
校
の
接
続

の
時
期
に
、引
継
ぎ
の
た
め
の
部
会
を
設
置

し
、個
別
の
教
育
支
援
計
画
や
指
導
計
画

の
引
継
ぎ
な
ど
、情
報
交
換
を
実
施
）

　

特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

中
心
に
校
内
体
制
を
充
実
し
ま
す
。（
各
校

で
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
の
研
修
を
実
施
）

　

栄
小
特
別
支
援
学
級
は
羽
村
第
一
中
学
校
特
別
支
援

学
級
と
交
流
活
動
を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

英語乗り入れ授業

小中合同あいさつ運動

つ
な
が
り
の
重
点
を
組
み
込
ん
だ
授
業
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、小
学
校
と
中
学
校
の
接
続
を
円
滑
に
し
、中
学

校
生
活
へ
の
不
安
の
解
消
を
図
り
ま
す
。（
交
流
授
業
）

　

小
学
生
が
中
学
校
を
（
施
設
見

学
・
授
業
参
観
）
中
学
校
生
徒
会
役

員
が
小
学
校
を（
ビ
デ
オ
放
映
や
質

疑
応
答
）
訪
問
す
る
こ
と
で
、小
学

生
の
中
学
校
生
活
に
対
す
る
不
安

を
軽
減
し
、期
待
を
高
め
さ
せ
ま

す
。（
学
校
相
互
訪
問
）

　

小
学
校
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
中

学
生
参
加
、小
学
生
の
部
活
動
体
験

を
通
じ
て
、小
学
生
の
関
心
の
高
い
部
活
動
に
対
す
る

不
安
を
軽
減
さ
せ
る
と
と
も
に
、中
学
生
に
は
、指
導

す
る
立
場
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
を
高
め
る
な
ど
の
育
成

を
図
り
ま
す
。（
部
活
交
流
）

　
「
星
空
の
コ
ン
サ
ー
ト(

羽
村
西
小
学
校)

」
を
通
し

て
、さ
ら
に
小
学
校
３
校
間
の
連
携
も
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　

各
小
学
校
の
地
域
行
事
に
中
学
生
の
参
加
を
呼
び
か

け
、中
学
生
に
よ
る
少
年
少
女
球
技
大
会
の
指
導
・
手

伝
い
な
ど
を
通
し
て
、地
域
を
愛
す
る
心
情
を
は
ぐ
く

む
と
と
も
に
、学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
体
制
強
化
を

図
り
ま
す
。

部活体験

②
生
活
指
導
・
特
別
支
援
教
育
で
つ
な
ぐ

①
教
科
で
つ
な
ぐ

羽
村
第
一
中
学
校
区

羽
村
第
二
中
学
校
区

５
つ
の
つ
な
ぐ

５
つ
の
つ
な
ぐ

む
す
ぶ 

ひ
び
く 

き
ら
め
く

む
す
ぶ 

ひ
び
く 

き
ら
め
く

羽
村
第
三
中
学
校
区

羽
村
第
一
中
学
校
区

羽
村
東
小
学
校
・
羽
村
西
小
学
校
・

小
作
台
小
学
校
・
羽
村
第
一
中
学
校

○
学
力
向
上
の
取
組
み

★
学
力
向
上
の
取
組
み

○
生
活
指
導
の
取
組
み

★
生
活
指
導
の
取
組
み

羽
村
第
二
中
学
校
区

羽
村
第
三
中
学
校
区

富
士
見
小
学
校
・
栄
小
学
校
・
松
林
小
学
校
・

羽
村
第
二
中
学
校

武
蔵
野
小
学
校
・
羽
村
第
三
中
学
校

個
々
彩
々

〜
地
に
根
ざ
し 

明
日
を
切
り
開
く 

は
む
ら
っ
子
〜

○
特
別
活
動
の
取
組
み

○
特
別
支
援
教
育
の
取
組
み

④
子
ど
も
で
つ
な
ぐ

③
授
業
で
つ
な
ぐ

⑤
地
域
で
つ
な
ぐ

★
特
別
活
動
の
取
組
み

★
特
別
支
援
教
育
の
取
組
み

★
部
活
動
の
取
組
み

★
放
課
後
の
取
組
み

生活指導懇談会

交流授業

合同ボランティア活動
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羽村市独自の特色ある教育内容羽村市独自の特色ある教育内容
　

小
学
校
１
年
生
か
ら
英
語
教
育

を
行
い
ま
す
。

　

小
学
校
で
は
「
聞
く
こ
と
」「
話

す
こ
と
」の
音
声
面
を
中
心
と
し
た

英
語
を
用
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
素
地
を
育
て
ま
す
。

　

中
学
校
で
は
小
学
校
で
の
経
験

を
も
と
に
「
読
む
こ
と
」「
書
く
こ

と
」
を
加
え
る
こ
と
で
、４
つ
の
技

能
を
９
年
間
を
通
し
て
総
合
的
に

育
て
ま
す
。

　

前
期「
友
達
と
学
ぼ
う
」中
期「
自

分
を
見
つ
め
よ
う
」後
期「
社
会
へ
向

か
っ
て
」
を
テ
ー
マ
に
児
童
・
生
徒
や

地
域
と
の
相
互
交
流
活
動
や
学
習
を

積
み
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
中
で
自
己
肯
定
感
を
も
て
る

よ
う
に
す
る
こ
と
や
、自
ら
の
生
き

方
に
つ
い
て
考
え
、主
体
的
に
取
り

組
み
、実
践
で
き
る
力
を
育
て
ま
す
。

　前期は「羽村に親しむ」、中期は「羽
村にかかわる」、後期は「羽村の明日
をつくる」がテーマです。
　羽村の郷土を愛し、羽村の良さに気
付き、これからの羽村に生きる人々の
生活、文化や環境などを守っていくこ
とのできる態度と、それらを生かした
実践力を育てます。

　家庭教育に対する支援を行うためにＰＴＡと連携
を図りながら、子どもに身に付けさせておきたい力
や現在の子どもを取り巻く環境などについて保護
者や地域に情報提供するための講座等を実施しま
す。

羽村市ホームページでは「小中一貫教育の取り組み」を、随時、掲載していますので、ぜひご覧ください。
（アクセス方法 羽村市ホームページ⇒羽村市教育委員会⇒小中一貫教育⇒取組み）

英
語
教
育

人
間
学

（
キ
ャ
リ
ア
教
育
）

（
キ
ャ
リ
ア
教
育
）

親学（家庭教育講座）親学（家庭教育講座）

羽村学（郷土学習）羽村学（郷土学習）

英
語
教
育

人
間
学

（
キ
ャ
リ
ア
教
育
）

親学（家庭教育講座）

羽村学（郷土学習）

小学校2年生中学校1年生

稲作体験

羽村市総合防災訓練

職場体験学習昔遊び

親学
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二
〇
〇
八
年
十
月
五
日
、日
曜
日
の
日
記
。イ

タ
リ
ア
留
学
中
の
そ
の
日
。ロ
ー
マ
地
下
鉄
Ａ
線

で
サ
ン・ジ
ョバ
ン
ニ・イ
ン・ラ
テ
ラ
ノ
大
聖
堂
に
行

く
。丁
度
日
曜
の
ミ
サ
を
や
っ
て
い
る
所
を
見

学
。聖
歌
隊
の
コ
ー
ラ
ス
が
美
し
く
響
き
、荘
厳

な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
、鳥
肌
が
立
つ
よ
う
だ
っ

た
。

　

我
々
団
塊
の
世
代
は
、小
学
生
の
時
、日
本
の

音
楽
で
は
な
く
西
洋
音
楽
を
最
初
に
学
ん
だ
事

が
思
い
お
こ
さ
れ
る
。音
楽
と
は
本
来
、儀
式
や

風
習
娯
楽
を
含
め
、そ
の
場
に
あ
る
も
の
と
痛

感
す
る
。

　

日
常
生
活
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。テ
レ
ビ
の
映

像
を
見
て
い
て
も
所
詮
二
次
元
の
平
面
の
世
界

で
あ
る
。実
際
の
現
場
の
そ
の
真
実
の
力
は
伝

わ
り
に
く
い
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
惨
状
は
ど
の
様
に

写
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。そ
の
現
場
を
、そ
の
空
気

の
中
で
見
た
人
の
驚
き
は
ど
れ
程
の
も
の
で
あ
っ

た
の
か
。目
に
涙
を
た
め
な
が
ら
も
現
実
を
直

視
し
た
人
々
の
心
を
想
像
す
る
事
さ
え
到
底
出

来
そ
う
に
な
い
。教

育
委
員
会
委
員　

並
木 

恒
延

はむら総合型スポーツクラブはむすぽ

○親子で楽しむリズム遊び教室 月1回
○書道教室 月2回
○ベビーマッサージ&ママビクス 月2回
○ジュニアチアダンス 週1回
※バドミントン 週1回
※スポーツ広場 週1回

○トールペイント 月2回
※はつらつ体操 週1回
○スポーツ吹矢 週1回
○子どもと一緒にママビクス 月2回
○西多摩ジュニア体操 週1回
○ソフトヨーガ 週1回

■プログラム(会場スポーツセンター)

○アクア&スイム 週1回 (スイミングセンター改修工事のため10月～12月休みの予定)
○夜のスイミング教室 週1回 (スイミングセンター改修工事のため10月～12月休みの予定)
○青梅マラソンを走ってみよう 週1回

■専用登録制プログラム(会場スイミングセンター、富士見公園)

○はむすぽ祭(まつり)　　　　　　4月21日（土）
○会員交流会(うどんづくり体験&レクリエーション)　8月25日(土)コミュニティセンター

○第3 回卓球大会
■イベント

平成2 4年度プログラム

※はスポーツセンター改修工事のため、8月までの実施となります。

はむすぽの会費、参加費、入会・申込方法などは、はむすぽホームページで確認してください。

生涯学習センターゆとろぎ Tel 570-0707 羽村東小学校 Tel 554-5663 小作台小学校 Tel 554-1431
図書館 Tel 554-2280 羽村西小学校 Tel 554-2034 武蔵野小学校 Tel 555-6904
郷土博物館 Tel 558-2561 富士見小学校 Tel 554-6449 羽村第一中学校 Tel 554-2012
スポーツセンター Tel 555-0033 栄小学校 Tel 554-2024 羽村第二中学校 Tel 554-2041
スイミングセンター Tel 579-3210 松林小学校 Tel 554-7800 羽村第三中学校 Tel 555-5131
弓道場 Tel 555-9255

I N FORMAT ION

「
そ
の
場
、そ
の
空
気
の
中
で
」

教
育
随
想

教
育
随
想

教
育
随
想

開催日未定



　

ゆ
と
ろ
ぎ
で
は
、
毎
月
１
回
、
日
曜
日
の
午

前
中
に
地
域
の
小
さ
な
お
子
さ
ん
と
保
護
者
の

方
を
対
象
に
子
ど
も
映
画
会
（
無
料
）
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
38
話
を
上
映

　

今
年
度
は
、
ア
ニ
メ
の
昔
懐
か
し
い
映
像
や

味
わ
い
深
い
内
容
の
話
な
ど
11
回
で
38
話
を
、

16
ミ
リ
映
写
機
で
上
映
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
か
ら

「
楽
し
か
っ
た
」「
か
な
し
い
お
話
だ
っ
た
」な
ど
、

保
護
者
か
ら
は
「
懐
か
し
か
っ
た
」「
子
ど
も
に

良
い
体
験
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
」「
毎
回
家

族
で
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」「
久
し
ぶ
り
に
昔

を
思
い
出
し
、
豊
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
」

　

羽
村
市
図
書
館
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
身
近
で
利
用
し
や
す

い
図
書
館
と
な
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
、
利
用
者
の
ご
意
見
・
ご
提

案
を
伺
い
、図
書
館
運
営
に
生
か
し
て
い
く
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
定
期
的
に
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
も
、
最
近
い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
の
主
な
も
の

の
内
容
と
そ
の
対
応
等
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

図
書
館
の
複
写
機
で
複
写
で
き
る
資
料
を
図
書
館
の
所
蔵
資
料

に
限
定
し
な
い
で
ほ
し
い
。

▼
図
書
館
か
ら
の
回
答
等

図
書
館
の
複
写
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
著
作
権
法
第
31

条
に
よ
り
、
館
内
資
料
だ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｃ
Ｄ
視
聴
席
は
休
憩
席
で
は
な
い
の
で
、
視
聴
し
な
い
人
は
座

ら
せ
な
い
方
が
い
い
と
思
う
。

ぜ
ひ
、
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

▼
図
書
館
か
ら
の
回
答
等

職
員
の
見
回
り
回
数
を
増
や
し
、
注
意
し
て
い
き
ま
す
。

３
階
の
閲
覧
席
で
は
、
学
生
か
友
人
同
士
で
席
を
確
保
し
て
い

る
よ
う
で
、
お
し
ゃ
べ
り
が
多
く
、
注
意
し
て
も
聞
き
入
れ
て

も
ら
え
な
い
か
ら
、
図
書
館
側
に
て
、
学
習
の
席
を
指
定
す
る

よ
う
に
し
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

▼
図
書
館
か
ら
の
回
答
等

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

職
員
の
見
回
り
回
数
を
増
や
し
、
注
意
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
夏
期
期
間
は
、
学
習
室
と
し
て
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ゆ
と
ろ
ぎ
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ゴ
ミ
箱
が
な
い
の
が
不
便
で
あ
る
。
不
要
と
な
っ
た
メ
モ
用

紙
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
ゴ
ミ
を
捨
て
る
場
所
が
な
い
の

が
、
公
共
の
施
設
で
あ
る
の
に
全
く
理
解
で
き
な
い
。

ぜ
ひ
、
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

▼
図
書
館
か
ら
の
回
答
等

羽
村
市
で
は
、
個
人
の
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
こ
う

と
の
考
え
か
ら
、
公
共
施
設
に
ゴ
ミ
箱
は
設
置
し
て
い
ま

せ
ん
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

屋
上
に
も
、
ベ
ン
チ
だ
け
で
は
な
く
テ
ー
ブ
ル
を
置
い
て
ほ

し
い
。

▼
図
書
館
か
ら
の
回
答
等

屋
上
の
ベ
ン
チ
は
、
屋
上
の
草
花
の
観
賞
用
と
し
て
設
置

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
問
合
せ　

図
書
館

な
ど
、
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
民
サ
ー
ク
ル
の
協
力
で
実
施

　

こ
の
上
映
会
は
、
羽
村
映
画
ク
ラ
ブ
、
は
む

ら
16
ミ
リ
映
像
研
究
会
の
２
つ
の
市
民
サ
ー
ク

ル
の
皆
さ
ん
に
、
映
写
機
操
作
、
会
場
作
り
、

広
報
な
ど
の
協
力
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

２
つ
の
サ
ー
ク
ル
と
参
加
者
と
の
ふ
れ
あ
い
も

貴
重
な
体
験
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

来
年
度
の
日
程
・
場
所
な
ど
に
つ
い
て
の
詳

細
に
つ
い
て
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ

子
ど
も
映
画
会

『
親　
鸞
』

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
が

            

開
催
さ
れ
ま
す

　

今
年
は
、
岐
阜
県
で
第
67
回
国
民
体
育
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

岐
阜
国
体
に
出
場
す
る
チ
ー
ム
を
決
定
す

る
「
第
67
回
国
民
体
育
大
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
」
が
、
平
成
24
年
８
月
25
（
土
）・
26

日
（
日
）
に
、
第
68
回
国
民
体
育
大
会
で
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
を
開
催
す
る
６
市
（
羽
村

市
、立
川
市
、町
田
市
、小
平
市
、国
分
寺
市
、

狛
江
市
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、第
68
回
国
民
体
育
大
会
（
ス

ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３
・
多
摩
国
体
）
の

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
し
て
開
催
す
る
も
の

で
、
本
大
会
に
向
け
た
準
備
の
状
況
を
各
市

が
確
認
す
る
た
め
の
大
会
で
も
あ
り
ま
す
。

　

羽
村
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成

24
年
８
月
26
日（
日
）に
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
成

年
女
子
）
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
を
決
め

る
試
合
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

詳
細
が
決
定
し
だ
い
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

　

今
後
、
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
や
本
大
会
に
向

け
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
す
る
予
定
で

す
。
ゆ
り
ー
と
ダ
ン
ス
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

募
集
す
る
予
定
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
５
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

「
ゆ
り
ー
と
ダ
ン
ス
」
完
成
！

　

東
京
都
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１

３
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
み
ん
な
で
踊
れ
る
「
ゆ
り
ー
と
ダ

ン
ス
」
を
作
り
ま
し
た
。

　

今
に
も
踊
り
だ
し
た
く
な
る
、
元
気
で
楽

し
い
ダ
ン
ス
と
楽
曲
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

国
体
推
進
室
で
は
、
振
付
指
導
が
入
っ
た

「
ゆ
り
ー
と
ダ
ン
ス
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
、
幼
稚

園
や
保
育
園
等
に
配
布
し
、
多
く
の
皆
さ
ん

に
覚
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、「
ゆ
り
ー

と
」
と
一
緒
に
訪
問
し
て
、
実
演
と
指
導
を

行
う
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
東
京
都
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
動
画

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
み
ん
な
で
振
付

け
を
覚
え
て
一
緒
に
「
ゆ
り
ー
と
ダ
ン
ス
」

を
踊
り
、
多
摩
国
体
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

※

「
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３
」
と
は
、
第
68
回

国
民
体
育
大
会
と
第
13
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
、
ス
ポ
ー
ツ
の
夢
と
感
動
を
伝
え
る
一
つ

の
祭
典
と
し
て
表
す
大
会
の
愛
称
で
す
。 ふれあい綱引き大会で披露された

「ゆりーとダンス」

11 はむらの教育 ２4.3.１ 10はむらの教育 ２4.3.１

ゆりーと



12はむらの教育 ２4.3.１

羽
村
市
文
化
協
会　

第
42
回
羽
村
市
文
化
祭
総
括

第
７
回
羽
村
市
美
術
・工
芸
展

Ｔ
ｅ
ｌ 

０
８
０
-
２
５
５
８
-
１
０
１
０

　

平
成
23
年
10
月
15
日
か
ら
11

月
６
日
ま
で
、羽
村
市
制
施
行
20

周
年
記
念
事
業
と
し
て
行
わ
れ

た
第
42
回
羽
村
市
文
化
祭
に

は
、80
団
体
が
参
加
し
、会
場
に

は
延
べ
１
万
７
１
７
５
人
が
訪
れ

ま
し
た
。

　

12
月
22
日（
木
）ゆ
と
ろ
ぎ
講

座
室
１
で
、文
化
祭
に
参
加
し
た

団
体
が
出
席
し
、次
年
度
に
反

映
す
る
意
見
交
換
や
会
計
報
告

等
の
総
括
を
実
施
し
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
羽
村
市
美
術
・工
芸
展
」は

羽
村
市
文
化
協
会
主
催
事
業
で

す
。

　

１
期
〜
５
期
に
わ
た
っ
た
実
施

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

日 

程　

５
月
８
日（
火
）〜
６
月

　
　
　

 

10
日（
日
）

※

詳
細
は
５
月
１
日
号
で
お
知

　

ら
せ
し
ま
す
。

特定非営利活動法人 羽村市体育協会

結果結果結果

　1月22日（日）スポーツセンターで開催された第26回羽村市ふれあい綱引き大会に
は、48チーム453人が参加しました。

【東京都綱引連盟会長杯 男子の部】 東第２町内会
　※男子の部は、町内会・自治会対抗の部優勝チームと一般男子の部優勝チーム
　　が決勝戦を戦いました。

【東京都綱引連盟会長杯 女子の部】 マドンナ
《町内会・自治会の部》  東第２町内会
《一般男子の部》  福生消防署スーパー
《女子の部》  マドンナ
《混合の部》  福生消防署ハイパー
《小学生の部》  武蔵野ポポポップコーン

第26回羽村市ふれあい綱引き大会第26回羽村市ふれあい綱引き大会
―東京都綱引連盟会長杯争奪―

Tel ５５５-１６９８

　特定非営利活動法人羽村市体育協会および羽村市文化協会は、市や教育委員会と協働して、市のス
ポーツや文化を推進していくための団体です。

第35回サロンコンサート
「羽村フィルハーモニー管弦楽団室内楽」

日　 時 5月6日（日）  正午～午後0時30分
会　 場 ゆとろぎロビー

　1月8日に開催した箏・尺八のサロンコンサート
「初春の調べ」、初釜、生け花、書き初めなどに
は、多くの市民が訪れました。

※サロンコンサートへの出演希望する場合は、
　市野（555－6980）までご相談ください。


